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（論文内容の要旨） 
16世紀後半、ヴェネツィアのサン･カッシアーノ地区に建設されたことが知られている２つの劇場、
テアトロ・ミキエルとテアトロ・トロンは、ヴェネツィアにおける常設の劇場建築として史料に残る最
も古いものである。さらに、イタリア全体、そして、より広くヨーロッパに目を向けてみても、最初期
の常設劇場建築であると言える。この２つの劇場は1586年頃に一旦閉鎖されたと考えられるが、1637年
になると、テアトロ・トロンはオペラの有料上演を行う公衆劇場として再開場したことが知られている。
この劇場の成功によって、ヴェネツィアには相次いで劇場が建設され、共和国が滅亡する18世紀末まで、
オペラの中心地としてめざましい発展を遂げることになった。こうしたヴェネツィアにおける劇場やそ
こでの上演の様子は、この都市を訪れる旅行者や音楽家達によって他地域に伝えられ、イタリアのみな
らず、ヨーロッパ各国で劇場が建設され、オペラ上演が行われる契機となった。すなわち、1637年のテ
アトロ・サン・カッシアーノの開場は、他都市の宮廷において限られた人々による知的な娯楽として初
期の発展を遂げたオペラが、産業として変容していく上で、極めて重要な出来事であったといえる。 
テアトロ・ミキエルとテアトロ･トロンは、現存せず、また図像史料も欠落しているために、これま
でその実態について十分に論じられてこなかった。さらに、ヴェネツィア共和国という特殊な社会状況
を背景に成立したことから、あくまでも特別な事例にすぎないとして、劇場史の中で切り離されて考え
られてきたことも、その研究の進展を妨げてきた要因だと考えられる。しかし、筆者はこのサン･カッシ
アーノ地区における劇場の建設と上演こそが、劇場建築が、後の17世紀から現代にかけて社会のより広
い階層に開かれた都市施設として成立していく契機となった、劇場史における重要な転換点であると確
信している。そして、その実態を明らかにすることによって、ルネサンス期に盛んに行われた劇場研究・
実験の流れや、祝祭史の観点から君主権力との結びつきで論じられることが多かった16世紀イタリア劇
場史に、17世紀以降のイタリアならびに他地域へも目を向けた新たな視点を提示することができると考
える。また、宮廷やアッカデミアにおけるオペラ上演や劇場建設・運営をより広い社会へ、さらには次
の時代へと導く礎となった1581年の劇場建設と開場の実態を明らかにすることは、これまで特殊性ばか
りが強調されることで、他都市とは切り離されて論じられてきた16世紀ヴェネツィア文化の達成を、新
たな視点から再評価するひとつの糸口になるに違いない。 
本研究ではまず２つの劇場が貴族個人によって建設、所有されたという事実に着目し、既往の研究で
用いられてきた議会の議事録などの公的な文書に加えて、主にヴェネツィア国立古文書館に保管されて
  
いる契約書、遺言書、手紙など、より個人的な内容や心情が表出する一次史料の調査を行った。それに
より、２つの劇場は、上演の見返りとして、多額の報酬や高価な品を受け取ることが一般的であったコ
メディア・デッラルテの人気役者が主体となり、貴族を出資者として建設され、上演を行ったという事
実を明確化した。また、同様の調査から、２つの劇場の建設と上演が、有料上演によって収入を得るこ
とを第１の目的としていた可能性を導き出し、背景や舞台の構成よりも賃貸料を得られるボックス席が
重要な要素であったことを指摘した。さらに、ボックス席内部では、スカンダロと呼ばれるような騒ぎ
が頻繁に起こっていることから、テアトロ･ミキエルとテアトロ･トロンは純粋な観劇の場にはとどまら
なかったことを明らかにした。以上のことから２つの劇場は、アンドレア・パッラーディオによるテア
トロ･オリンピコに代表されるように、人文主義的な素養を持つものたちによってルネサンス期に熱心に
行われた一連の研究・実験の結実として実現した劇場や、同時代の他都市において、為政者による政治
活動としての祝祭を演出する役割を担った劇場とは異なる系譜にのる可能性があるといえる。扉を閉ざ
すと完全な個室となるボックス席が重要な要素であったテアトロ・ミキエルとテアトロ・トロンには、
どちらかというと周辺のパラッツォの窓辺から観戦した広場における娯楽競技や祝祭と、共通のイメー
ジを見出すことができる。しかしながら、必ずしも単に中世的で時代遅れなものに留まらず、そこには
ボックス席が社交や密会・会合の場として人々を惹きつけ、欠くことのできない建築要素となっていく
17世紀以降のオペラ劇場に先駆ける姿を見出すことができるのである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本論文は７章からなり、第１章を「序論」、第７章を「結論」としている。第２章に「16世紀ヴェネツ
ィアの時代背景」を述べた後に、３つの各論、第３章「劇場の所有者」、第４章「劇場の存続・上演期間」、
第５章「劇場建設と上演の主体と目的」を論じ、その実態を多角的に論じている。さらに第６章で前３
つの章を統合し、「劇場の機能と形態」を明らかにしようとしている。 
 研究対象は16世紀後期に短期間存続したテアトロ・ミキエルとテアトロ・トロンという２つの個人所
有の劇場である。最古の屋根付きの劇場であるヴィチェンツァのテアトロ・オリンピコ（アンドレア・
パラーディオ設計）と同時期にこの２劇場が建設されたという事実から、それがイタリアのみならず西
欧世界で初めて誕生した劇場と筆者は考え、その萌芽的状況を実証的に捉えたいという意図から研究が
開始されている。 
 修士課程で２年間、博士課程で２年間の計４年をかけて、ヴェネツィア建築大学に学び、ヴェネツィ
ア国立文書館所蔵の一次資料をくまなく渉猟して進められた誠実かつ実証的な研究である。この２劇場
について得られた史料レヴェルの新たな知見は、４年にわたる広範な古文書調査の成果であり、国際会
議あるいは海外の学術誌に発表し得る研究成果といえる。 
 日本における西洋建築史研究を史料的限界にまできわめた研究努力と実証によって組み立てられた研
究成果の価値は、高く評価され、主査、副査ともに博士の学位に相当すると判断した。 
 
